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耐震防災と宅地耐震化，擁壁の劣化，地盤改良と地盤補強

熊本地震でも盛土造成地等で多くの宅地被災が発生しています。国土交通省では、平成18年
度より宅地造成地の耐震化推進事業を創設しています。宅地防災・減災を図るために、既存擁
壁の実態調査を行い、劣化の程度を推定し、補強方法や維持管理手法などの対策を検討します。

既存擁壁の実態調査をとおして、「産官学」の共同体制を構築するとともに、住民と地域（専門
業者を含む）が一体となって、「宅地防災・減災」意識を高めることができると考えています。
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